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表紙の説明

　10月１日、岩国総合支援学

校で心身障害者（児）体育大会が

開催され、障害のある人やボラ

ンティアなど270人が参加しま

した。参加者は、玉入れ・パン

食い競争・ペットボトルボウリ

ングなどの競技に一生懸命取り

組み、会場は大いに盛り上がり

ました。

心身障害者（児）体育大会

（岩国総合支援学校）
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日時　11月27日㈰　10時～ （雨天決行）

場所　周東ふれあい広場

周東食肉フェア

問

日時　11月20日㈰　９時～ （小雨決行）

場所　玖珂こどもの館前広場ほか

幼稚園遊戯、吹奏楽演奏、

パレード、鞍掛合戦出陣絵

巻、谷
や つ

津神楽、玖珂太鼓、

各種出店、餅まき、生涯学

習文化展など

※駐車場として玖珂中央小

学校のグラウンドを開放

　鞍掛城まつり実行委員会

事務局（玖珂総合支所地域

振興課内）☎822511

鞍
く ら か け じ ょ う

掛城まつり

問

食べて、見て、楽しめる♪

各種出店（高森牛の丸焼き、とん

汁、かしわめしなど）、山口県ご

当地アイドルユニット「Cara☆

Fure」のミニライブなど

※駐車場として高森小グラウンド、

周東中グラウンド（一部）、中央グ

ラウンドなどを開放

　周東食肉フェア実行委員会事務

局（周東総合支所地域振興課内）

☎841111
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2016.11.1

秋まつりに出かけてみませんか？か？か？？

日時　11月12日㈯・13日㈰　10時～ （雨天決行）

場所　錦帯橋上河川敷グラウンド

※近隣会場で岩国民俗芸能まつりを同日開催

【Ｉステージ】岩国太鼓、清流光神ハクジャオーショーなど

【ＩWAKUNI 15万パワーブース】

特産品販売、市民活動団体・企業による体験コーナーなど

【ふれ I 福祉ブース】

福祉活動PR、Kid’s ストア、ぬか床作り体験など

【うま I ブース】（13日㈯のみ、10時～19時30分）

郷土料理や岩国で出店している店舗による「食」のブース

Ｉ
ア イ

－フェスタ 2016
～ 10 周年だョ！ 全員集合 ～

本郷ふるさとフェスタ 2016

【ステージ】本郷小学校合唱奏、本郷中学校合唱、ダンス、

岩国工業高校吹奏楽マーチング演奏、アートバルーン、清

流光神ハクジャオーショー、本郷ボニータフラメンコ、歌

謡ショー（工藤あやの）、宝くじ大抽選会、餅まきなど

【ステージ以外】射的、フワフワドーム、グラウンド・ゴ

ルフホールインワン大会、スタンプラリー、バザー、出店

など

　本郷ふるさとフェスタ実行委員会（本郷支所地域振興班

内）☎752311　

日時　11月６日㈰　10時～ （雨天決行）

場所　きらめき交流プラザ、本郷グラウンド
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各地域の特色あふれる各地域の特色あふれる

※各会場には、できるだけ公共交通機関を

　利用して来場してください

　実行委員長 三浦哲☎080―3888―3311

（一社）岩国青年会議所事務局☎㉓1177

観光振興課☎㉙5116

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

問

問
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費　目  決算額

市税 180億2,408万

地方交付税 165億9,401万

国庫支出金 146億  369万

市債   49億1,650万

県支出金   41億5,571万

諸収入   25億8,632万

地方消費税交付金   25億6,268万

国有提供施設等所在市助成交付金   18億6,421万

繰越金   17億  466万

使用料及び手数料   12億4,271万

その他   23億4,337万

合計 705億9,794万

　決算額

705億
9,794万

市税（25.5%）

地方交付税（23.5%）
国庫支出金（20.7%）

市債（7.0%）

国有提供施設等
所在市助成交付金（2.6%）

地方消費税交付金（3.6%）

その他（3.3%）使用料及び手数料（1.8%）繰越金（2.4%）

諸収入（3.7%）

県支出金（5.9%）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

特定地域生活排水処理事業      5,984万      5,931万     53万

周東食肉センター事業      8,325万      8,325万      0万

観光施設運営事業 1億3,418万 1億  598万  2,820万

錦帯橋管理 1億6,679万 1億6,679万      0万

市場事業 2億6,285万 2億6,285万      0万

駐車場事業      1,815万      1,373万    442万

岩
国
市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
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だ
く
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算
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市税の納付総額は180億2,408万488円で、市民

１人当たりに換算すると12万9,744円、１世帯

当たりでは27万2,128円を納めていただいたこ

とになります



2016.11.15

費　目  決算額 市民１人当たり 経費の内容

民生費 211億1,934万  15万2,024 児童・高齢者・障害者福祉などの経費

総務費 108億  238万    7万7,759 庁舎管理・徴税・選挙などの経費

土木費 106億2,170万    7万6,459 道路・公園・河川整備などの経費

公債費   68億  779万    4万9,005 市債の元金や利子などの返還金

衛生費   58億6,959万    4万2,251 ごみ・し尿処理や健康推進などの経費

教育費   52億7,208万    3万7,950 小中学校・幼稚園教育などの経費

消防費   25億1,269万    1万8,087 消防・救急・防災などの経費

諸支出金   15億6,042万    1万1,232 土地の購入などの経費

農林水産業費   14億2,523万    1万  259 農林水産業の振興や農林道の整備などの経費

災害復旧費   11億  476万        7,952 土砂崩れなどの災害復旧のための経費

その他   15億6,498万    1万1,265 議会の運営や観光事業などの経費

合計 686億6,096万                                                                                                      49万4,245

一般会計決算の歳出総額は686億6,096万4,163

円で、市民１人当たりに換算すると49万4,245円、

１世帯当たりでは103万6,643円が使われたこと

になります

一般会計決算状況

会計名   歳入決算額   歳出決算額     差引額

土地取得事業    1億  589万    1億  589万           0万

後期高齢者医療   22億1,777万   21億4,889万      6,888万

国民健康保険 204億8,256万 204億5,764万      2,492万

介護保険 137億1,112万 135億1,773万 1億9,339万

簡易水道事業    3億2,861万    3億2,844万          17万

農業集落排水事業    2億  494万    2億  172万        322万

特別会計決算状況

平成27年度決算

○小・中学校空調設備整備事業

○介護・訓練等給付費

○子ども・子育て支援施設型給付費

○ごみ焼却施設建設事業

○岩国錦帯橋空港利用促進費

○多目的広場・防災センター整備事業

○岩国駅周辺整備事業

○防災行政無線整備事業

○小・中学校施設耐震化推進事業

○玖珂小学校校舎建設事業

平成27年度に実施した主な事業

( 単位　円）

( 単位　円）

　決算額

686億
6,096万

民生費（30.8%）

総務費（15.7%）

土木費（15.5%）

公債費（9.9%）

衛生費（8.5%）

教育費（7.7%）

消防費（3.7%）

諸支出金（2.3%）

農林水産業費（2.1%） 災害復旧費（1.6%） その他（2.2%）



広報いわくに 6

平成27年度決算

公営企業会計の名称 本市の比率 経営健全化基準

簡易水道事業

全会計において

資金不足額なし
20.0%

農業集落排水事業

特定地域生活排水処理事業

周東食肉センター事業

観光施設運営事業

錦帯橋管理

市場事業

水道事業

工業用水道事業

病院事業

下水道事業

健全化判断比率の指標 本市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率

実質赤字額なし 11.53% 20.0%

②連結実質赤字比率

実質連結赤字額なし 16.53% 30.0%

③実質公債費比率（３カ年平均）

10.5% 25.0% 35.0%

④将来負担比率

18.9% 350.0%

一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政

規模に対する比率。高いほど財政運営が厳しい

ものとなります

全会計を対象とした実質赤字（または資金の不

足額）の標準財政規模の額に対する比率。高い

ほど財政運営が厳しいものとなります

一般会計などが将来負担する元利償還金および

準元利償還金の標準財政規模に対する比率。高

いほど資金繰りが厳しいものとなります

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の

標準財政規模に対する比率。高いほど将来の財

政が圧迫されます

市債残高

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」という）によって「健全化判断比率」と

各公営企業の「資金不足比率」を公表することが義務付けられています。

　財政健全化法は「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政悪化をチェックするとともに、特別会計や企

業会計も併せた連結決算により財政状況を明らかにしようとするものです。

健全化判断比率

　健全化判断比率の４つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、財政再生

基準を超えた場合は財政再生計画を策定することが義務付けられています。

　本市はいずれの比率も基準を下まわっています。　

健全化判断比率と資金不足比率

　市債とは、道路や学校などの公共施設を整備するために、国などから借り入れる長期借入金です。

538億85万円（一般会計）　+　33億7,748万円（特別会計）　＝　571億7,833万円（市債合計）

資金不足比率

　公営企業ごとの事業規模に対する

資金の不足額の比率です。

　本市は11会計全てにおいて、資

金不足は生じていません。

水の供給や下水の処理、医療の提

供など地域住民の生活や地域の発

展に不可欠なサービスを行うため

に地方公共団体が経営する企業活

動を総称して「公営企業」と呼び

ます
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費　目    予算額 　支出済額

民生費 231億2,593万  82億8,046万

総務費 124億9,284万  31億8,973万

土木費 116億5,136万  37億6,162万

公債費   86億7,892万  30億7,407万

衛生費   77億8,713万  18億5,055万

教育費   68億5,529万  22億2,816万

消防費   27億9,474万  14億2,066万

農林水産業費   16億7,498万    4億7,980万

諸支出金   14億3,751万  10億8,570万

商工費     8億9,706万    3億5,783万

その他   13億7,505万   3億3,240万

合計 787億7,081万 260億6,098万

費　目    予算額   収入済額

市税 182億1,600万 109億1,867万

国庫支出金 166億3,157万   30億6,892万

地方交付税 160億2,321万 107億5,878万

市債   87億  420万         2,290万

県支出金   40億2,108万     6億1,751万

繰入金   35億  150万               0万

地方消費税交付金   25億1,000万   13億  709万

諸収入   23億4,965万     6億4,122万

繰越金   19億3,697万   19億3,697万

国有提供施設等

所在市助成交付金
  18億6,400万               0万

その他   30億1,263万   11億3,478万

合計 787億7,081万 304億  684万

会計名 　 予算額     収入済額    支出済額

土地取得事業    6億  100万    2億3,656万    2億3,656万

後期高齢者医療   23億9,188万    7億2,124万    6億5,464万

国民健康保険 203億5,681万   71億7,863万   83億8,742万

介護保険 142億  914万   57億5,101万   56億5,808万

簡易水道事業    3億1,247万             83万         4,388万

農業集落排水事業    2億1,350万         2,451万         8,601万

特定地域生活排水処理事業         6,550万           593万         1,674万

周東食肉センター事業         7,841万         1,169万         3,214万

観光施設運営事業    1億4,766万         2,933万           451万

錦帯橋管理    2億8,650万         8,342万         5,810万

市場事業    5億3,360万         6,872万         9,919万

駐車場事業         3,173万           515万           147万

合計 392億2,820万 141億1,702万 152億7,874万

一般会計執行状況

平成28年度予算執行状況

特別会計執行状況

その他

市有財産の状況

一時借入金                          0円

市債の現在額

市民１人当たりの負担額

土地　　　　　　 52,839,810㎡

建物　　　　　　　  742,526㎡

基金　　　　　207億7,949万円

債権その他　　  40億1,342万円

一般会計　　　　　511億2,743万円

特別会計　　　　　  32億6,445万円

合　　計　　　　　543億9,188万円　　　

市税負担　　　　　　　  131,415円　　

支出予算　　　　　　　  568,275円　

（平成28年9月30日現在）

( 単位　円）

( 単位　円）



8

 

○
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状
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営
状
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に
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状
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に
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状
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い

て○
い
わ
く
に
バ
ス
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

○
中
山
間
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て

○
Ｆ
―

35
Ｂ
の
岩
国
飛
行
場
へ
の
配
備
に
つ

い
て

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

な
ど
３
件 

○
市
有
地
に
お
け
る
災
害
に
伴
う
事
故
に
関

す
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て 

○
岩
国
市
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
整

備
事
業
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て　

な
ど
19
議
案

○
経
済
常
任
委
員
会
中
間
報
告

○
総
務
常
任
委
員
会
中
間
報
告

○
岩
国
市
中
小
企
業
、
小
規
模
企
業
及
び
小

企
業
振
興
基
本
条
例

○
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
す
る
意
見
書

○
平
成
26
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
の

修
正
に
係
る
報
告
に
つ
い
て 

○
平
成
27
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

の
報
告
に
つ
い
て 

○
平
成
27
年
度
教
育
委
員
会
の
点
検
及
び
評

価
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
再
任
】
岡
﨑
純
雄
（
周
東
町
）

【
新
任
】
能
野
め
ぐ
み
（
由
宇
町
）

【
新
任
】
重
政
泉
（
周
東
町
）

 

○
平
成
27
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

な
ど
15
件

○
平
成
27
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
岩
国
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
水
道
事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

《
諸
般
の
報
告
》

《
諮
問
》

《
認
定
》

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果
可決・採  
択など

否決・不
採択など

継続
審査

諸般の報告 7  (0) ― ― ―

監査報告 3  (0) ― ― ―

報　　告 4  (0) ― ― ―

諮　　問 3  (3) 3 ― ―

認　　定 15  (15) 15 ― ―

議　　案 19  (19) 19 ― ―

請　　願 1  (0) ― ― 1

委員会提出議案 1  (1) 1 ― ―

議員提出議案 1  (1) 1 ― ―

委員会中間報告 2  (0) ― ― ―

審
議
項
目
と
結
果

《
委
員
会
中
間
報
告
》

《
議
員
提
出
議
案
》

《
委
員
会
提
出
議
案
》

広報いわくに

市
議
会
９
月
定
例
会

　

市
議
会
９
月
定
例
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
29
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議

や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

議
会
事
務
局
議
事
課
☎
㉙
５
１
９
３

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

《
監
査
報
告
》

《
報
告
》

《
議
案
》

問



①キャベツは２cm角に切り、ニンジンは短冊切り、

　ワカメは水に戻す。シメジは小房にしておく。

②オーブンシートにキャベツ、ワカメを載せ、白身

　魚を１切れずつ載せる。最後にシメジ、ニンジン

　を載せて包む。

③蒸気が上がった蒸し器に②を並べ、強めの中火で

　約10分蒸す。

④ソースを作る。長ネギをみじん切りにし、ボウル

　に入れてAと混ぜる。

⑤③に④を添える。

★ひとことポイント★

　蒸し器の替わりに電子レンジ（600Wで６分、そ

のまま１～２分おく）でも簡単にできます。

9

●
気
管
支
喘
息
の
話

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[128]

 白身魚の包み蒸し
～ねぎゴマソース～

　

人
が
空
気
を
吸
い
込
ん
で
肺
に
届
く
ま
で

の
通
り
道
を
「
気
道
」
と
い
い
ま
す
。
喘
息

は
こ
の
気
道
が
、
あ
る
こ
と
で
狭
く
な
り
発

作
を
起
こ
し
た
状
態
を
言
い
ま
す
。
空
気

の
通
り
道
が
狭
く
な
れ
ば
息
苦
し
く
な
り
、

狭
い
所
を
空
気
が
通
る
と
き
に
「
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
」
と
か
「
ゼ
ー
ゼ
ー
」
と
い
う
音
が

聞
こ
え
ま
す
。
な
ぜ
気
道
が
狭
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
気
道
に
炎
症
が
起
き
て
い
る
た
め

で
す
。
炎
症
が
起
き
て
し
ま
う
と
、
白
血
球

な
ど
炎
症
に
関
わ
る
物
質
が
気
道
に
集
ま
っ

て
き
て
気
道
の
粘
膜
が
腫
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
炎
症
は
喘
息
の
発
作
が
な
い
状
態
で
も

続
い
て
い
ま
す
。

　

炎
症
が
あ
る
と
、
気
道
は
い
ろ
い
ろ
な
刺

激
に
対
し
て
大
変
過
敏
に
な
り
、
発
作
の
状

態
を
簡
単
に
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

発
作
を
引
き
起
こ
す
刺
激
に
は
風
邪
、
ほ
こ

り
、
た
ば
こ
の
煙
、
運
動
、
冷
た
い
空
気
を

吸
い
込
ん
だ
と
き
、
台
風
が
近
づ
い
て
大
気

圧
が
下
が
っ
た
と
き
な
ど
生
活
に
身
近
な
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

気
管
支
喘
息
の
治
療
に
は
①
気
道
を
広
げ

て
発
作
の
状
態
を
よ
く
す
る
②
気
道
の
炎
症

を
と
っ
て
発
作
を
起
き
に
く
く
す
る
、
と
い

う
2
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。
日
常
診
療
で

よ
く
あ
る
の
が
、
喘
息
の
患
者
は
発
作
時
に

「
息
が
苦
し
い
」「
咳
が
止
ま
ら
な
い
」と
い
っ

た
自
覚
症
状
を
訴
え
ら
れ
る
た
め
治
療
に
積

極
的
な
の
で
す
が
、
い
っ
た
ん
落
ち
着
く
と

治
療
を
や
め
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

症
状
が
落
ち
着
い
て
す
ぐ
は
気
道
が
し
っ

か
り
広
が
っ
た
だ
け
で
、
ま
だ
気
道
の
炎
症

は
と
れ
て
い
ま
せ
ん
。
炎
症
が
し
っ
か
り
と

れ
て
い
な
い
状
態
で
治
療
を
や
め
て
し
ま
う

と
、
喘
息
発
作
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い

と
き
で
も
炎
症
を
抑
え
る
治
療
を
す
る
こ
と

で
発
作
を
起
こ
さ
な
い
体
作
り
が
で
き
ま
す
。

　

薬
を
使
っ
た
治
療
以
外
に
、
喘
息
で
は
体

力
づ
く
り
や
環
境
の
整
備
が
発
作
予
防
に
大

切
と
な
り
ま
す
。
喘
息
が
う
ま
く
管
理
で
き

る
と
発
作
の
頻
度
を
減
ら
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、

日
常
生
活
で
今
ま
で
は
息
が
切
れ
や
す
か
っ

た
よ
う
な
運
動
で
も
楽
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
喘
息
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
あ

る
人
、
今
で
も
発
作
が
出
る
よ
う
な
人
は
、

発
作
を
改
善
さ
せ
る
だ
け
の
そ
の
場
し
の
ぎ

の
治
療
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
主
治
医
の
先

生
と
も
う
一
度
相
談
し
見
直
し
て
も
ら
う
と

い
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

材料（４人分）

・白身魚…４切れ（320g）

・キャベツ…300g

・ニンジン…10g

・シメジ…40g

・カットワカメ

　　　　　　…小さじ４

●エネルギー 148kcal/ 人　●塩分 0.8g/ 人

【ねぎゴマソース】

・長ネギ…20㎝

・白ゴマ…大さじ１

・酢…小さじ１

・砂糖…小さじ２

・しょうゆ…小さじ２

A

2016.11.1

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会



広報いわくに

市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

日米交通安全人文字大作戦

交
通
安
全
は
共
通
の
願
い

　

９
月
25
日
、
通
津
小
学
校
で
「
日

米
交
通
安
全
人
文
字
大
作
戦
」
が
行

わ
れ
、
通
津
小
・
中
学
校
と
米
軍
基

地
内
の
児
童
・
生
徒
、
交
通
安
全

関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

2
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

通
津
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
錦
帯
橋

の
図
柄
と
「
Ｔ
Ｒ
Ａ
F
F
I
C　

Ｓ

Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
（
交
通
安
全
）」
の
文

字
が
描
か
れ
、
参
加
者
は
合
図
と
と

も
に
所
定
の
位
置
に
整
列
し
「
日
米

友
好
」
の
人
文
字
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
上
空
に
は
山
口
県
警
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
「
あ
き
よ
し
」
が
飛
来
し
、

参
加
者
は
し
っ
か
り
と
人
文
字
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
参
加
者
を
代
表
し
て
日
米

の
児
童
・
生
徒
二
人
が
「
私
た
ち
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
す
」
と
交
通
安
全
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
自
転
車
教
室
が
行
わ
れ
、

出
発
す
る
際
の
後
方
確
認
や
、
横
断

歩
道
で
の
歩
行
者
の
優
先
通
行
な
ど

を
学
ん
だ
ほ
か
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
８

広報いわくに

▲交通安全宣言を読み上げる日米の児童・

　生徒
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10
月
10
日
の
体
育
の
日
、「
い
き

い
き　

わ
く
わ
く　

に
っ
こ
り
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
市
民
健
康

ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い 
ス
ポ
レ
ク
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
６
」
が
市
内
各
地
で

開
催
さ
れ
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
延
べ

１
万
２
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
の
岩
国
運
動
公
園
で

は
健
康
相
談
や
体
力
測
定
な
ど
が
で

き
る
「
い
き
い
き
健
康
コ
ー
ナ
ー
」、

乳
幼
児
が
楽
し
く
体
験
し
た
り
交
流

し
た
り
で
き
る
「
に
っ
こ
り
交
流
コ

ー
ナ
ー
」、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
で
き

る
「
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ

ー
」
が
設
置
さ
れ
、
親
子
連
れ
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
触
れ
合
い
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

岩
国
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
「
す
る
」「
観

る
」「
支
え
る
」
の
機
会
を
通
じ
て
、

心
や
体
の
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
㉙
５
１
０
３

健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

心
や
体
の
健
康
づ
く
り
を

Ｆ
―

35
Ｂ
の
岩
国
基
地
へ
の
配
備

市民健康スポーツのつどい
スポレクフェスタ 2016

▲にっこり交流コーナーの「はいはいよちよち競走」

　ではゴールを目指してみんな頑張りました

▲わくわくスポーツコーナーの「陸上競技体験」では

　50ｍ走のタイム計測にチャレンジ

▲全員協議会で発言する福田市長

▲議員からの質問に答える宮澤博行防衛大臣政務官

市議会全員協議会

　

9
月
27
日
、
Ｆ
―

35
Ｂ
の
岩
国
基

地
へ
の
配
備
に
つ
い
て
、
市
議
会
全

員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
良
彦
市
長
は
冒
頭
で
「
議
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
忌き

た

ん憚
の
な

い
質
問
・
意
見
を
、
国
の
皆
様
方
に

は
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
回
答
を
お

願
い
し
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
、

そ
の
後
、
宮
澤
博
行
防
衛
大
臣
政
務

官
か
ら
Ｆ
―

35
Ｂ
の
岩
国
基
地
へ
の

配
備
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
議
会
の
各
会

派
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
、
宮
澤
政
務

官
を
は
じ
め
防
衛
省
と
外
務
省
の
関

係
職
員
が
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
田
市
長
は
全
員
協
議
会
終
了
後

「
騒
音
や
機
体
の
安
全
性
、
岩
国
基

地
に
お
け
る
運
用
な
ど
一
定
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
同
機
は
現
在
日
本
に

配
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
何

ら
か
の
形
で
実
際
の
飛
行
状
況
の
把

握
を
検
討
し
た
い
」
と
し
「
引
き
続

き
国
に
情
報
提
供
を
求
め
、
山
口
県

と
も
協
議
し
、
市
議
会
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
市
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

総
合
的
に
判
断
し
た
い
」
と
の
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４
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広報いわくに

す
ま

い
る

Smile

Vol.91

三坂　仁
まさし

さん

（周東町在住）

　切り絵作家。今秋、

米寿を記念して四国

88カ所、88作品の個展

を開催。地元周東町の

歴史や文化を伝えるふ

るさとかるたの絵札を

手掛けるなど、さまざ

まな作品を作り続けて

いる。

▼丁寧にカッターを動かし、切り絵を作成す
　る三坂さん

エスキーの写真

12

掛
け
替
え
の
な
い「
出
会
い
」に

　
　
　
　
　
　
　

生
か
さ
れ
て

　

黒
い
紙
の
上
に
下
絵
を
重
ね
て
カ
ッ
タ
ー

で
切
り
抜
い
て
作
る
、
黒
が
主
役
の
切
り
絵
。

約
40
年
に
わ
た
り
、
日
本
の
風
景
や
世
界
遺

産
、
ま
た
金
子
み
す
ゞ
や
種
田
山
頭
火
な
ど
、

県
内
出
身
作
家
の
詩
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
作

り
続
け
て
い
る
の
が
切
り
絵
作
家
の
三
坂
仁

さ
ん
で
す
。

　

20
歳
の
頃
、
地
元
の
先
輩
画
家
の
勧
め
で

油
絵
を
描
き
始
め
、
絵
に
興
味
を
持
っ
た
と

い
う
三
坂
さ
ん
。
仕
事
の
忙
し
さ
か
ら
絵
か

ら
離
れ
て
15
年
近
く
経
っ
て
い
た
あ
る
日
、

新
聞
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
で
切
り
絵
を
目
に
し

ま
す
。
そ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
絵
柄
に
魅

力
を
感
じ
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
強
い

衝
動
に
駆
ら
れ
、
道
具
や
本
を
そ
ろ
え
る
と

独
学
で
作
品
作
り
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
職
場
で
広
報
紙
を
作
る
話
が
あ
り
、

表
紙
を
三
坂
さ
ん
の
切
り
絵
で
や
ろ
う
と
い

絵
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
が
で
き

ま
し
た
」
と
三
坂
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

退
職
後
は
創
作
活
動
に
専
念
し
、
数
々
の

作
品
展
に
出
品
、
入
賞
を
重
ね
ま
す
。
旅
が

好
き
で
、
絵
の
題
材
探
し
も
兼
ね
て
国
内
外

を
問
わ
ず
旅
に
出
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
三

坂
さ
ん
。
今
年
88
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

四
国
88
カ
所
を
巡
り
88
作
品
を
制
作
す
る
旅

を
計
画
。
友
人
の
協
力
も
あ
り
、
２
年
前
か

ら
今
年
に
か
け
て
四
国
に
計
５
度
通
い
、
88

の
寺
院
を
撮
影
・
ス
ケ
ッ
チ
し
て
作
品
を
制

作
、
今
秋
に
個
展
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

切
り
絵
を
始
め
て
今
年
で
44
年
目
を
迎
え
、

制
作
し
た
作
品
は
千
点
を
超
え
ま
す
。「
今

回
の
展
示
が
集
大
成
と
い
う
気
持
ち
で
し
た

が
、
県
内
の
作
家
と
の
合
同
展
示
な
ど
、
新

し
い
話
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
88
年
の
生
涯

を
振
り
返
る
と
、
多
く
の
掛
け
替
え
の
な
い

出
会
い
に
感
謝
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

す
。
今
後
も
こ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
作

品
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

▲地元新聞での連載と、職場の広報
　紙掲載作品を集めた最初の作品集

▲四国88カ所を回りながら、お寺の　
　写真を撮る三坂さん

う
こ
と
に
。
隔
月
発
行
の
広
報

紙
で
、
季
節
に
合
わ
せ
た
図
案

を
毎
号
一
生
懸
命
考
え
、
作
品

を
作
り
ま
し
た
。

　

「
地
元
の
人
か
ら
『
大
変
面

白
い
。
い
つ
も
次
号
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
』
と
声
を
掛
け

て
も
ら
い
、
楽
し
い
仕
事
で
し

た
。
ま
た
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
体

育
祭
、
音
楽
会
、
グ
ル
ー
プ
活

動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
イ
ラ

ス
ト
を
頼
ま
れ
る
な
ど
、
切
り
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岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館

   

10
万
人
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー

①関係者とともにくす玉を割
　る来館者
②10万人目の入館者にはシロ
　ヘビのぬいぐるみなどの記
　念品が贈呈された
③あいさつをする岩国白蛇保
　存会の森橋律夫会長
④漆原友紀原画展の様子

①

②

③

岩国シロヘビの館

　

９
月
16
日
、
岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
の
入
館
者
が

10
万
人
を
達
成
し
、
同
館
内
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
に
開
館
し
た
岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
は
、

７
月
16
日
～
９
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
市
出
身
の

漫
画
家
・
漆
原
友
紀
氏
の
原
画
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
も
あ
り
、
約
半
年
で
記
録
達
成
と
な
り
ま

し
た
。

　

10
万
人
目
と
な
っ
た
家
族
連
れ
の
入
館
者
は
、

関
係
者
と
と
も
に
く
す
玉
を
割
っ
て
記
録
達
成
を

祝
い
ま
し
た
。　

岩国市横山二丁目６ｰ 52

☎35－5303 遊びにおいでよ！

国の天然記念物「岩国のシロヘビ」の生体展示だけでなく、映像やゲーム、

資料などで大人から子供まで楽しく学べる施設です

④
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きらきらステンドグラス作りに挑戦！

夏の疲れた体に アロマでバスボムづくり

　９月18日「しゅうとうまちふ

れあい自由市」が周東ふれあい広

場で開かれました。

　ふれあい自由市は11月を除き

毎月開催されており、来場者は地

元の企業やグループが出品した高

森牛や蜂蜜、新鮮な野菜、手芸・

工芸品など、自由市ならではの商

品を買い求め、会場は活気にあふ

れていました。

　９月11日、美川中学校で「美川

小中合同運動会」が開催されまし

た。今年度で休校が決定している

美川中学校は、在校生が１人のた

め美川保育園児や地域の人も参加

し、地域と学校をつなぐ運動会と

して大変盛り上がりました。最後

の在校生の竹中康太くんは、赤隊

隊長として総合優勝、応援優勝を

勝ち取り有終の美を飾りました。

　９月13日、本郷ふるさと交流館で、作家のエル♥ミ氏を講

師にバスボムづくりが行われ、８組14人の親子が参加しまし

た。バスボムはお風呂の中に入れて香りや泡を楽しむ、主に重

曹やクエン酸を材料にした入浴剤です。この日は子供にも安心

して使える肌に優しいバスボムを作りました。

　９月12日、ハーモニーみわで「ステンドグラス体験教室」

が開催され14人が参加しました。参加者ははんだごてを使っ

て、思い思いの色のガラスを組み合わせていきました。「色合

いを考えるのが難しい」と言いながらも、出来上がったステン

ドグラスはどれもキラキラしてすてきな作品でした。

月に一度のお楽しみ

最後の運動会に
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　９月22日、こども館で「岩国

ファミリーサポートセンター全体

交流会」が行われ、50組160人

の親子が参加しました。センター

の説明やサポートの事例発表の後、

エンターテイメントグループ「お

んがくこうじょう。」によるステー

ジ発表があり、参加者は曲に合わ

せて手拍子をするなど楽しんでい

ました。

　９月23日、秋の全国交通安全

運動にちなみ、道の駅「ピュアラ

インにしき」で交通安全対策協議

会錦町部会が交通安全キャンペー

ンを行いました。

　協議会は国道187号下り車線の

通行車両を誘導して、小学校児童

からの手紙やチラシなどを配布し、

交通ルールやマナーを守るよう呼

び掛けました。

宇野千代の人生を紹介

　９月27日、玖珂総合センターでやまぐちの文学おでかけ講

座が開催され、文芸評論家で宇野千代顕彰会顧問の尾形明子氏

が「宇野千代という宇宙」という題で講演しました。宇野千代

の多くの著書や波乱に満ちた人生など紹介し、79人の参加者

は熱心に聞き入っていました。

地元も沸いた、カープ優勝！

　9月17日、広島東洋カープのセ・リーグ優勝を祝し、由宇商

店街有志主催の祝勝会がえびす中央商店街で開催されました。

　多くのファンが集った会場は赤一色に染まり、鏡開きやカー

プ応援歌の合唱で大いに沸きました。カープタウンゆうは、地

元から育った若鯉の活躍をこれからも応援していきます。

秋の交通事故防止 

みんなで子育て
　　　　　助け合おう
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市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

吉
信
行　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

《
敬
称
略
》

○
団
体
の
部

瀬
戸
海
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
津
地
区
自
然
と

環
境
を
守
る
会
、
藤
生
と
き
わ
会　
　
　

問
環
境
事
業
所
☎
㉛
７
７
１
０

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の

場
所
で

期
間　

11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
し
て
い
ま
す

か
？

　

警
報
器
は
定
期
的
に
点
検
や
手
入
れ
が
必

要
で
、
取
り
換
え
の
時
期
は
10
年
が
目
安
で

す
。

　

火
災
予
防
の
た
め
、
家
の
周
り
は
整
理
整

頓
し
、
燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
、
廊
下
や
階
段
な
ど
の
共
用
部
分
に
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

☎
㉛
０
１
９
６

中
央
図
書
館
改
修
工
事
に
伴
う

　
　
　
　
　

利
用
制
限
と
休
館

　

空
調
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
11
月
１
日

㈫
か
ら
12
月
28
日
㈬
ま
で
中
央
図
書
館
の
２

階
全
て
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
12
月
29
日
㈭
か
ら
平
成
29
年
２
月
28

日
㈫
ま
で
休
館
し
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
☎
㉛
５
０
４
８

成
人
式
の
案
内
状
を

　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す

対
象　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
、
11
月
１
日
現
在
、
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人

送
付
時
期　

11
月
中
旬

※
市
外
転
出
な
ど
で
案
内
状
が
届
か
な
い
人

で
も
、
当
日
受
け
付
け
を
す
れ
ば
入
場
で
き

ま
す
。
事
前
に
案
内
状
を
希
望
す
る
人
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

●
岩
国
市
成
人
式

日
時　

平
成
29
年
１
月
８
日
㈰　

14
時
～

（
開
場
＝
13
時
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

清
掃
行
政
功
労
者
表
彰

　

地
域
の
清
掃
奉
仕
活
動
や
環
境
美
化
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
と
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

○
個
人
の
部　
　
　
　
　
　
　
　

 

河
村
梅
子
、
濵
﨑
ヤ
ヱ
子
、
三
吉
忠
光
、
三

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

お
知
ら
せ

▲住宅用火災警報器
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税
を
考
え
る
週
間

　
　
　

11
月
11
日
㈮
～
17
日
㈭

●
税
の
無
料
相
談

日
時　

11
月
11
日
㈮　

10
時
～
12
時
、
13
時

～
16
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場相
談
員　

中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

●
租
税
に
関
す
る
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

日
時　

11
月
11
日
㈮
～
17
日
㈭

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場問
岩
国
税
務
署
☎
㉒
０
１
１
１

●
献
血

日
時　

11
月
16
日
㈬　

10
時
～
15
時
30
分

場
所　

岩
国
税
務
署　

駐
車
場

問
（
一
社
）
岩
国
法
人
会
☎
㉑
４
２
７
４

年
末
調
整
説
明
会

　

年
末
調
整
の
方
法
な
ど
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
。
事
前
に
郵
送
し
ま

す
の
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
11
月
22
日
㈫　

14
時
～
16
時

②
11
月
25
日
㈮　

14
時
～
16
時

場
所　

①
＝
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

②
＝
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
（
駐
車
場
の
数
に

育
長
賞
】
岡
秀
憲
【
文
化
協
会
長
賞
】
東
正
則

【
理
事
長
賞
】砂
﨑
秀
子  

《
敬
称
略
》  

※
上
位
５
賞
の
み
掲
載

問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
来
年
の
2
月
上
旬
に
証
明
書
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

●
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

を
！

　

平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は
、
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
と
、
必
要
に
応

じ
て
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
領
収
書
が
必
要

で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
の
対
象　

次
の
場
合
の
国
民
年
金
保
険

料
も
対
象
で
す

○
家
族
分
を
納
付
し
た
場
合

○
過
去
の
年
度
分
を
納
付
し
た
場
合

○
追
納
し
た
場
合

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

限
り
が
あ
る
の
で
、
車
で
来
場
す
る
人
は
有

料
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

問
岩
国
税
務
署
☎
㉒
０
１
１
１

第
60
回

　

岩
国
市
美
術
展
覧
会
入
賞
者

●
絵
画（
一
般
）【
市
長
賞
】久
本
徳
夫【
市
議

会
議
長
賞
】吉
岡
由
紀
子【
教
育
長
賞
】阿
部

美
智
子【
文
化
協
会
長
賞
】川
嵜
哲
郎【
理
事

長
賞
】大
木
孝
子　

●
絵
画（
高
校
）【
市
長

賞
】浜
重
怜
奈 

【
市
議
会
議
長
賞
】
栁
原
萌

恵
【
教
育
長
賞
】阪
口
友
佳
子【
文
化
協
会
長

賞
】中
原　

音 

【
理
事
長
賞
】木
戸
悠
介　

●

彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン（
一
般
）【
市
議
会
議

長
賞
】
中
川
敏
彰
、
中
村
恵
子
【
教
育
長
賞
】

熊
野
悦
子
【
文
化
協
会
長
賞
】吉
岡
み
え
子

【
理
事
長
賞
】神
田
か
ず
み　

●
彫
刻
・
工
芸

・
デ
ザ
イ
ン
（
高
校
）【
市
長
賞
】
市
木
稜
【
市

議
会
議
長
賞
】
神
村
采
花
【
教
育
長
賞
】
八
木

彩
奈
【
文
化
協
会
長
賞
】
寺
﨑
尋
香 
【
理
事

長
賞
】浅
田
絵
理
奈　

●
書
道（
一
般
）【
市
長

賞
】
瀬
田
作
満
【
市
議
会
議
長
賞
】石
原
葉
玉

【
教
育
長
賞
】柳
川
蘇
光【
文
化
協
会
長
賞
】柴

田
璃
光【
理
事
長
賞
】岩
見
屋
錦
舟　

●
書
道

（
高
校
）【
市
長
賞
】藤
原
航
佑
【
市
議
会
議
長

賞
】
村
中
円
【
教
育
長
賞
】
越
智
麻
友
美
【
文

化
協
会
長
賞
】
香
川
友
梨
亜
【
理
事
長
賞
】河

内
理
佐
子　

●
写
真（
一
般
）【
市
長
賞
】上
河

内
寿
夫
【
市
議
会
議
長
賞
】
田
中
ち
づ
子
【
教

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404
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「
勇
気
の
手　

き
っ
と
届
く
よ　

そ
の
思

い
」
岩
国
商
業
高
等
学
校
３
年　

前
﨑
安
莉

○
作
文
の
部
（
応
募
総
数
１
１
７
７
点
）

「
愛
情
で
非
行
を
な
く
す
」
岩
国
小
学
校
６

年　

丸
久
あ
い

「
僕
の
夢
」
東
中
学
校
１
年　

沖
村
軍
司

「
青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
い
て
」
岩
国
工

業
高
等
学
校
１
年　

河
村
陽
太

●
優
秀
・
優
良
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

栗
尾
太
尊
、
後
藤
駿
介

優
良　

藤
本
悠
斗
、
倉
重
咲
良
、
倉
重
快
都
、

安
永
結
人
、
藤
本
世
羅

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

喜
代
濱
美
月
、
大
原
一
華

優
良　

松
原
海
美
、
竹
本
優
衣
、
国
広
鈴
香
、

後
藤
利
奈
、
丸
茂
莉
菜

○
標
語
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

髙
田
琉
斗
、
松
尾
幸
輝

優
良　

越
智
日
暖
、
舛
田
涼
馬
、
竹
内
優
月
、

髙
尾
碧
、
岩
橋
渚
生

○
標
語
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

山
田
愛
理
、
望
月
ゆ
み

優
良　

村
中
尚
弥
、
岩
本
晃
太
朗
、
出
水
萌

華
、
村
田
彩
夏
、
丸
茂
真
菜

○
標
語
の
部
（
高
校
）

優
秀　

嶋
津
聡
、
村
田
瑞
稀

優
良　

中
野
春
来
、
村
上
侑
吏
、
稲
田
和
紘
、

岡
大
悟
、
尾
崎
志
帆

○
作
文
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

椙
原
陽
菜
乃

青
少
年
健
全
育
成（
非
行
防
止
）

　
　
　
　
　
　
　

作
品
入
賞
者

　

11
月
の
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間
に
合
わ
せ
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
青

少
年
健
全
育
成
（
非
行
防
止
）
を
テ
ー
マ
に

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
を
募
集
し
、
４
１

１
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
応
募
総
数
３
６
６
点
）

○
標
語
の
部
（
応
募
総
数
２
５
７
６
点
）

「
見
て
い
る
よ　

心
の
中
の　

防
は
ん
カ
メ

ラ
」
岩
国
小
学
校
６
年　

田
邉
絢
大

「
つ
く
り
た
い　

笑
顔
が
す
て
き
な　

わ
た

し
の
未
来
」
灘
中
学
校
１
年　

廣
谷
和

優
良　

門
田
壮
史
、
森
重
成
、
楠
瀬
樹
那
、

山
田
琉
衣

○
作
文
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

作
本
智
咲
、
松
本
大
典

優
良　

清
水
万
琴
、
室
重
美
月
、
山
本
有
美
、

松
冨
穂
香
、
松
山
玲
華

○
作
文
の
部
（
高
校
）

優
秀　

藤
谷
将
真
、
田
村
駿
佑

優
良　

國
本
勇
希
、
目
崎
秀
一
、
山
本
瑞
稀
、

芦
澤
弦
介
、
松
永
空　
　
　
　
　

《
敬
称
略
》 

●
入
賞
作
品
展

○
玖
珂
こ
ど
も
の
館　

11
月
30
日
㈬
～
12
月

７
日
㈬ 

○
周
東
中
央
公
民
館　

12
月
13
日

㈫
～
20
日
㈫ 

○
由
宇
文
化
会
館　

１
月
６

日
㈮
～
13
日
㈮ 

○
錦
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

１
月
18
日
㈬
～
25
日
㈬ 

○
美
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

１
月
31
日
㈫
～
２
月
７
日

㈫ 

○
本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館　

２
月
13
日

㈪
～
20
日
㈪ 

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ　

２
月

23
日
㈭
～
３
月
２
日
㈭ 

○
中
央
図
書
館　

３
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

問
青
少
年
課
☎
43
０
９
０
１

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

11
月
２
日
㈬
・
７
日
㈪
～
11
日
㈮
・

14
日
㈪
・
21
日
㈪
・
24
日
㈭　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

広告

通津小６年　高橋七海灘中３年　小川友里那
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き
ま
せ
ん

問
保
険
年
金
課
国
民
年
金
班
☎
㉙
5
0
8
6

岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

試
験

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

 

対
象　

中
学
校
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

し
た
17
歳
未
満
の
男
子

一
次
試
験　

平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

二
次
試
験　

平
成
29
年
２
月
２
日
㈭
～
５
日

㈰
の
間
の
指
定
す
る
１
日

募
集
期
間　

平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
ま
で

申
問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
☎
㉓
１
５
８
０

柳
井
准
看
護
学
院

対
象　

中
学
校
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
、

心
身
と
も
に
健
康
な
人

試
験
日　

平
成
29
年
１
月
28
日
㈯

定
員　

20
人

募
集
期
間　

平
成
29
年
１
月
５
日
㈭
～
20
日

㈮
（
必
着
）

申
問
（
一
社
）
柳
井
医
師
会
附
属
柳
井
准
看

護
学
院
☎
０
８
2
０
―
２
２
―
３
０
２
９

小
規
模
企
業
季
節
資
金
【
年
末
】

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
法
人
ま
た
は
個
人

に
運
転
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

対
象　

市
税
を
完
納
し
、
市
内
で
１
年
以
上

同
一
事
業
を
継
続
し
て
い
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
す
、
従
業
員
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
）
以
下
の
法
人
ま
た
は
個
人

融
資
限
度
額　

運
転
資
金
５
０
０
万
円

融
資
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
平
成
29
年
３
月

31
日
㈮
ま
で
（
期
間
内
に
一
括
返
済
）

融
資
利
率　

２
・
０
％

問
商
工
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
０

付
加
年
金
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

「
付
加
年
金
」
制
度
を
活
用
す
る
と
、
も

ら
え
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
全
額

納
付
し
て
い
る
人
）
、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
ま
で
）

内
容　

定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
プ

ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
額
に
付
加
年
金
額
『
2
0
0
円
×
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数
』
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支

給
さ
れ
ま
す

※
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月

分
か
ら
と
な
り
ま
す

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
人
は
納
付
で

空
き
家
無
料
相
談
会

日
時　

11
月
23
日
㈷　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

内
容　

○
司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
に
関
す

る
家
族
信
託
と
成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

○
宅
地
建
物
取
引
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
税
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
会

料
金　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

問
（
一
社
）山
口
県
宅
建
協
会
岩
国
支
部

☎
㉓
０
６
２
１

子
供
の
健
康
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　

（
あ
か
り
の
会
）

日
時　

11
月
15
日
㈫　

10
時
～
11
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
２
階
会
議
室

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

医
師
が
子
供
の
健
康
や
病
気
、
発
達

障
害
、
育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す

※
無
料
託
児
付
き

料
金　

無
料

申
問
小
児
医
療
を
守
る
会
＊
あ
か
り

☎
０
８
０
―
６
３
１
５
―
４
７
１
９

相　

談

試　

験
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街
内
）

定
員　

20
人

内
容　

創
業
に
際
し
て
の
心
構
え
、
諸
手
続

き
、
事
業
計
画
書
に
つ
い
て
な
ど

料
金　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

募
集
期
間　

11
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮

申
問
岩
国
ま
ち
な
か
倶
楽
部
☎
93
５
１
８
４

岩
国
商
工
会
議
所
☎
㉑
４
２
０
１

み
わ
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
講
演
会

●
口
を
閉
じ
れ
ば
病
気
に
な
ら
な
い

日
時　

12
月
５
日
㈪　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ　

ホ
ー
ル

講
師　

今
井
一
彰
氏
（
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）

料
金　

無
料

問
美
和
教
育
支
所
☎
95
０
０
０
５

初
級
複
式
簿
記（
夜
間
）講
座

場
所　

岩
国
商
工
会
議
所

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
岩
国
管
内
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
協
議
会

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
５
０
２　

美
川
町
四

馬
神
１
２
９
７　

有
田
方

問
岩
国
管
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
協

議
会
☎　

76
０
７
７
０
（
有
田
）

　

a
rita

@
se
a
.ic

n
-tv

.n
e
.jp

松
陰
先
生
に
親
し
む
会

日
時　

11
月
26
日
㈯　

10
時
～
16
時
（
受
付

開
始
＝
９
時
30
分
）

場
所　

本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

内
容　

吉
田
松
陰
に
つ
い
て
の
講
座　

①
吉

田
松
陰
の
生
涯　

②
吉
田
松
陰
の
家
族　

③
松
下
村
塾
の
寄
宿
生
（
増
野
徳
民
）

※
閉
会
後
、
自
由
参
加
で
増
野
徳
民
墓
所
の

参
拝
を
行
い
ま
す

問
本
郷
支
所
地
域
振
興
班
☎
75
２
３
１
１

子
育
て
支
援
研
修
会

●
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
収
納
術

対
象　

乳
幼
児
の
母
親

日
時　

11
月
15
日
㈫　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

こ
ど
も
館　

２
階
創
作
活
動
室

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

柴
田
祥
子
氏
（
シ
ア
ワ
セ
空
間
計
画

室
）

料
金　

無
料

※
託
児
あ
り
（
先
着
10
人
、
生
後
６
カ
月
以

上
の
未
就
園
児
）

募
集
開
始　

11
月
１
日
㈫　

10
時

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
８

起
業
家
ス
タ
ー
誕
生
支
援
事
業

　

「
ま
ち
な
か
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

　

創
業
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
創
業
に
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
の
受
講
者
が
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
エ
リ
ア
内
の
空
き
店
舗
に
新

規
出
店
し
、
家
賃
補
助
を
受
け
る
要
件
を
満

た
す
場
合
、
補
助
の
か
さ
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

創
業
を
目
指
す
人
（
未
創
業
者
）

日
時　

11
月
26
日
㈯　

10
時
～
17
時
30
分

場
所　

岩
国
ま
ち
な
か
倶
楽
部
（
中
通
商
店

定
員　

２
コ
ー
ス
計
40
人
（
先
着
順
）

●
簿
記
基
礎
コ
ー
ス

日
時　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
～
２
月
13
日

㈪
（
全
15
回
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

内
容　

基
礎
的
な
簿
記
原
理
や
記
帳
、
決
算

料
金　

１
万
２
千
円
（
資
料
代
含
む
）

●
日
商
検
定
コ
ー
ス

日
時　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
～
２
月
24
日

㈮
（
全
20
回
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

内
容　

基
礎
コ
ー
ス
と
日
商
３
級
検
定
演
習

料
金　

１
万
５
千
円
（
資
料
・
検
定
代
含
む
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
問
岩
国
商
工
会
議
所
☎
㉑
４
２
０
１

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
イ
ル
ド

　

エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

自
然
や
環
境
の
た
め
に
行
動
で
き
る
人
を

育
成
す
る
、
野
生
生
物
を
題
材
と
し
た
環
境

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

対
象　

環
境
教
育
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上

の
人

日
時　

12
月
３
日
㈯　

９
時
～
17
時
（
受
付

開
始
＝
８
時
30
分
）

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

定
員　

20
人

内
容　

講
義
、
実
習
な
ど

料
金　

４
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
保
険

料
な
ど
）

申
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

講
演
・
講
座

FAX
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イ
ベ
ン
ト

プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

11
月
21
日
㈪　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

灘
供
用
会
館

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

11
月
１
日
㈫　

10
時

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
８

温
泉
パ
ス
ポ
ー
ト

  

「
岩
国 

清
流
畔
の
温
泉
巡
り
」

　

市
内
４
カ
所
の
温
泉
に
１
回
ず
つ
入
浴
で

き
る
お
得
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
千
枚
限
定
で
発

売
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
温
泉
を
巡
っ
た
人

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽
選
に
参
加
で

き
ま
す
。

利
用
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
平
成
29
年
２
月

28
日
㈫

利
用
施
設　

①
錦
帯
橋
温
泉
「
い
つ
つ
ば
し

の
里
」（
岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル
内
）、
②
ゆ

う
温
泉
「
ゆ
う
温
泉
」、③
深
谷
峡
温
泉
「
清

流
の
郷
」、
④
雙
津
峡
温
泉
「
憩
の
家
」
ま

た
は
「
錦
パ
レ
ス
」 

料
金　

１
９
０
０
円
（
半
額
相
当
）

販
売
箇
所　

各
温
泉
施
設
、
岩
国
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
協
議
会
事
務
所

問
岩
国
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
協
議
会

事
務
所
☎
93
３
４
６
０
（
平
日
の
み
）

岩
国
総
合
支
援
学
校
文
化
祭

日
時　

11
月
12
日
㈯　

９
時
30
分
～
15
時

場
所　

岩
国
総
合
支
援
学
校

内
容　

小
・
中
学
部
、
高
等
部
の
演
劇
（
９

時
30
分
～
）、
児
童
・
生
徒
が
制
作
し
た
陶

芸
品
・
木
工
品
・
手
芸
品
・
有
機
低
農
薬
野

菜
な
ど
の
展
示
や
販
売
（
13
時
～
）

問
岩
国
総
合
支
援
学
校
☎
43
４
３
３
１

親
子
で
学
ぶ
交
通
安
全
土
曜
塾

　

交
通
安
全
学
習
館
の
交
通
安
全
土
曜
塾
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

車
の
模
型
の
組
み
立

て
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

12
月
３
日
㈯　

９
時
15
分
～
15
時

場
所　

交
通
安
全
学
習
館
（
山
口
市
・
総
合

交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

※
岩
国
市
か
ら
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り
（
送
迎

希
望
が
少
な
い
場
合
は
あ
り
ま
せ
ん
）

定
員　

20
組
40
人
（
先
着
順
）

料
金　

無
料

募
集
期
間　

11
月
７
日
㈪
～
28
日
㈪

申
問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
８

第
24
回 R

e
d
 F

e
a
the

r C
up

●
岩
国
市
民
赤
い
羽
根
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人日
時　

11
月
23
日
㈷　

８
時
～
（
受
付
開
始

＝
７
時
30
分
）

場
所　

岩
国
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）

料
金　

参
加
料
＝
３
千
円
（
う
ち
赤
い
羽
根

募
金
２
千
円
）、
プ
レ
ー
代
（
ビ
ジ
タ
ー
）

＝
１
万
１
５
５
円

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
12
日
㈯

申
問
岩
国
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

☎
38
１
１
７
７

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

11
月
19
日
㈯　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
関
連
店
舗
や
飲
食

店
な
ど
は
常
時
開
放
し
て
い
ま
す

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

　
　
　
　
　
　
　

in
い
わ
く
に

日
時　

11
月
22
日
㈫　

13
時
～
16
時

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
（
駐
車
場
の
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

満
車
の
場
合
は
有
料
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
）

内
容　

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
in
い

わ
く
に
応
募
作
品
入
賞
者
の
表
彰
、
特
選
作

文
・
詩
の
朗
読

●
記
念
講
演
「
違
い
を
楽
し
み
、
力
に
変
え

る　

～
多
文
化
共
生
『
新
』
時
代
～
」

講
師　

に
し
ゃ
ん
た
氏
（
羽
衣
国
際
大
学
教

授
）

問
人
権
課
☎
㉙
５
０
８
０
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●
篝か

が
り
び火

と
和
の
奏

か
な
で

日
時　

11
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯　

17
時
30
分

～
18
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

場
所　

鵜
飼
広
場　

特
設
ス
テ
ー
ジ

内
容　

錦
帯
橋
の
篝
火
を
背
景
に
行
う
、
尺

八
・
箏
・
笛
・
琵
琶
な
ど
の
和
楽
器
を
中
心

と
し
た
プ
ロ
演
奏
家
に
よ
る
演
奏

出
演
者　

○
25
日
＝
山
本
真
山
・
舛
田
路
山

（
尺
八
）、
宮
本
歌
穂
湖
・
筑
紫
琴
凰
会
（
箏
）

○
26
日
＝
鯉
沼
廣
行
（
篠
笛
・
能
管
）、
田

中
之
雄
（
琵
琶
）、
金
子
由
美
子
（
篠
笛
）

料
金　

無
料

※
会
場
周
辺
で
の
小
型
無
人
航
空
機
（
ド
ロ

ー
ン
）
に
よ
る
撮
影
は
控
え
て
く
だ
さ
い

※
演
奏
の
録
画
・
録
音
は
控
え
て
く
だ
さ
い

●
千
年
の
響
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

11
月
26
日
㈯　

13
時
30
分
～
15
時
30

分
（
開
場
＝
13
時
）

場
所　

岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル

内
容　

尺
八
・
箏
・
笛
・
琵
琶
な
ど
の
和
楽

器
の
澄
ん
だ
音
色
と
繊
細
な
響
き
を
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト

料
金　

【
全
席
自
由
】
一
般
＝
２
千
円
、
小
・

中
・
高
校
生
＝
千
円

※
当
日
は
5
0
0
円
増
し

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

販
売
箇
所　

（
公
財
）
岩
国
の
文
化
を
育
て

る
会
事
務
局
（
文
化
振
興
課
内
）、
中
央
公

民
館
、
中
央
図
書
館
、
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

な
ど

●
文
化
芸
術
団
体
の
ス
テ
ー
ジ

日
時　

11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰　

12
時
～
16

時
予
定
（
雨
天
中
止
）

場
所　

鵜
飼
広
場　

特
設
ス
テ
ー
ジ

内
容　

地
元
ゆ
か
り
の
文
化
芸
術
団
体
・
民

俗
芸
能
団
体
に
よ
る
演
奏
や
演
舞

●
錦
帯
橋
模
型
の
組
立
体
験

日
時　

11
月
26
日
㈯　

12
時
～
、
14
時
～（
雨

天
中
止
）

場
所　

鵜
飼
広
場

内
容　

錦
帯
橋
の
木
組
み
の
技
術
を
学
び
、

作
り
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
、
５
分
の

１
ス
ケ
ー
ル
の
模
型
の
組
み
立
て

料
金　

無
料
（
予
約
不
要
）

●
文
芸
作
品（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）の
募
集

日
時　

11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰　

17
時
～
19

時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

鵜
飼
広
場　

文
芸
作
品
受
付
会
場

内
容　

誰
も
が
参
加
で
き
る
公
募
展
と
し
て
、

投
歌
・
投
句
を
受
け
付
け
る

料
金　

無
料

問
錦
帯
橋
芸
術
祭
事
業
推
進
委
員
会

☎
㉙
５
２
１
１

山
代
神
楽
共
演
大
会

日
時　

11
月
27
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時
30

分場
所　

美
川
体
育
館
（
河
山
駅
そ
ば
）

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
錦

川
清
流
線
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
神

楽
列
車
の
運
行
も
あ
り
ま
す

内
容　

山
代
神
楽
の
共
演
、
山
代
飲
食
コ
ー

ナ
ー

出
演
団
体　

上う

え

ぬ

だ

沼
田
神
楽
保
存
会
、
金か

な
や
ま山

神

楽
保
存
会
、
釜か

ま
が
は
ら

ヶ
原
神
楽
団
、
東

ひ
が
し
だ
に

谷
神
楽
保

存
会
、
向む

か
た
お峠

神
楽
保
存
会
、
山
代
神
楽
本ほ

ん
だ
に谷

保
存
会
、
山
代
白し

ら

は羽
神
楽
保
存
会
、
本
郷
子

ど
も
神
楽
、
北
中
山
子
ど
も
神
楽
、
美
川
観

音
太
鼓
保
存
会

問
文
化
財
保
護
課
☎
41
０
４
５
２

錦
川
清
流
線
「
神
楽
列
車
」

　

神
楽
の
装
飾
を
施
し
た
特
別
列
車
に
乗
っ

て
山
代
神
楽
共
演
大
会
を
見
に
行
き
ま
す
。

専
用
観
覧
席
と
錦
川
清
流
駅
弁
が
付
い
て
き

ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
㈰　

岩
国
駅
発
８
時
34
分

～
山
代
神
楽
共
演
大
会
～
河
山
駅
発
16
時
14

分
（
17
時
55
分
）
～
岩
国
駅
着
17
時
15
分

（
18
時
50
分
）

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

料
金　

大
人
＝
３
３
０
０
円
、
小
人
＝
２
３

０
０
円
（
往
復
運
賃
、
弁
当
代
含
む
）　

申
問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

錦
帯
橋
千
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

ー
錦
帯
橋
芸
術
祭
ー

　

世
界
に
誇
る
木
造
橋
で
あ
る
錦
帯
橋
を
守

り
続
け
、
文
化
芸
術
に
よ
り
錦
帯
橋
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、
国
内
外
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
錦
帯
橋
の
篝か

が
り
び火

日
時　

11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰　

17
時
～
19

時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

錦
帯
橋

内
容　

篝
火
の
幻
想
的
な
ゆ
ら
め
き
の
中
で
、

木
造
橋
の
持
つ
本
来
の
美
し
さ
が
時
空
を
超

え
た
神
秘
の
世
界
に
誘
い
ま
す
。
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場
所　

市
役
所　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

い
ろ
い
ろ
な
ブ
ー
ス
で
楽
し
い
科
学

工
作
や
実
験
、
観
察
な
ど
を
体
験

料
金　

無
料

※
出
展
ブ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
参
加
人
数
を

制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
当
日
、
科
学
セ
ン
タ
ー
は
臨
時
休
館
で
す

科
学
教
室

●
３
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

11
月
26
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所　

美
和
西
小
学
校

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

※
初
日
の
９
時
ま
で
に
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選

内
容　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
作
成
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
を
使
っ
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
を
作
る

募
集
開
始　

11
月
13
日
㈰　

８
時
30
分

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

市
民
文
化
祭

●
邦
楽
大
演
奏
会

日
時　

11
月
６
日
㈰　

13
時
～
（
開
場
＝
12

時
30
分
）

場
所　

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容　

箏
や
尺
八
、 

三
絃
な
ど
邦
楽
の
演
奏

料
金　

無
料

●
岩
国
市
民
短
歌
大
会

日
時　

11
月
６
日
㈰　

10
時
～
16
時
（
開
場

＝
９
時
、
記
念
講
演
会
＝
10
時
20
分
～
）

場
所　

中
央
公
民
館　

集
会
室

内
容　

短
歌
作
品
の
表
彰
と
講
評
、
鈴
木
貴

子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
「
歌
を
詠
む
こ
と

と
読
む
こ
と
と
」

料
金　

無
料
（
当
日
聴
講
の
み
は
資
料
代
５

０
０
円
が
必
要
）

問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

献
血

11
月
の
献
血

１
日
㈫　

○
市
役
所　

10
時
～
12
時
、
13
時

15
分
～
16
時

11
日
㈮　

○
岩
国
警
察
署　

10
時
～
11
時
30

分
、
12
時
30
分
～
16
時

15
日
㈫　

○
カ
ワ
ト
Ｔ
．
Ｐ
．
Ｃ　

10
時
30

分
～
12
時
30
分

16
日
㈬　

○
岩
国
税
務
署　

10
時
～
15
時
30

分22
日
㈫　

○
錦
総
合
支
所　

９
時
30
分
～
12

時　

○
錦
中
央
病
院　

13
時
45
分
～
16
時

27
日
㈰　

○
周
東
ふ
れ
あ
い
広
場
（
周
東
食

肉
フ
ェ
ア
）　

９
時
30
分
～
12
時
30
分
、
13

時
30
分
～
15
時

30
日
㈬　

○
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー　

13
時
30

分
～
16
時

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎
㉒
０
４
９
０

働
く
婦
人
の
家
自
主
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

日
時　

11
月
26
日
㈯　

13
時
30
分
～
15
時
30

分定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

造
花
で
は
な
く
生
花
を
使
い
、
お
正

月
に
も
使
え
る
お
得
な
リ
ー
ス
を
作
る

料
金　

２
５
０
０
円

募
集
期
間　

11
月
11
日
㈮
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

11
月
６
日
㈰

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

in
岩
国

日
時　

11
月
６
日
㈰　

９
時
～
15
時

献　

血

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

科
学
セ
ン
タ
ー

働
く
婦
人
の
家
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演
奏
曲（
予
定
）　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
序

曲
１
８
１
２
年
、
ス
パ
ー
ク
／
祝
典
の
た
め

の
音
楽
、
平
成
29
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
曲
な
ど

料
金　

８
千
円
（
楽
譜
代
含
む
）

募
集
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で
（
先
着
順
）

申
所
定
の
申
込
用
紙
（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て

直
接
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
運
動
公
園

㊡
12
月
５
日
㈪

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

岩
国
運
動
公
園
の
休
園

●
12
月
５
日
㈪

　

運
動
公
園
内
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、

芝
生
広
場
含
む
）
の
全
て
の
施
設
が
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
施
設
予
約
も
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ズ
ノ
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！

　
　
　
　
　
　

ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン

●
楽
し
く
体
力
測
定
を
し
よ
う

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
23
日
㈷　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

定
員　

20
人

内
容　

遊
び
感
覚
で
で
き
る
体
力
測
定

料
金　

千
円

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー

ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
20
日
㈰

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

歓
喜
の
第
九
演
奏
会

日
時　

12
月
４
日
㈰　

15
時
～
（
開
場
＝
14

時
15
分
）

出
演　

指
揮
＝
現
田
茂
夫
、
管
弦
楽
＝
山
口

県
交
響
楽
団
、
ソ
プ
ラ
ノ
＝
モ
チ
ェ
オ
久
美
、

ア
ル
ト
＝
金
子
美
香
、
テ
ノ
ー
ル
＝
中
井
亮

一
、
バ
リ
ト
ン
＝
河
野
克
典
、
ピ
ア
ノ
＝
手

嶋
沙
織
、
合
唱
＝
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
フ
ロ
イ

デ
（
公
募
合
唱
団
）

演
奏
曲
目　

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
／
魔
笛
序
曲
、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
３
番
ニ

短
調
作
品
30
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲

第
９
番
ニ
短
調
作
品
１
２
５「
合
唱
付
」よ
り

第
４
楽
章

料
金【
全
席
自
由
】　

２
千
円（
学
生
＝
千
円
）

※
子
育
て
支
援
割
引
（
保
護
者
同
伴
の
18
歳

以
下
の
子
供
は
２
人
目
＝
５
０
０
円
、
３
人

目
＝
無
料
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
（
無
料
託
児
は

公
演
の
２
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

ブ
ラ
ス
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７ 

 

み
ん
な
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
キ
ン
グ

　

プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
吹
奏
楽
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
期
間
中
に

パ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
や
合
奏
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、

成
果
発
表
コ
ン
サ
ー
ト
や
外
部
施
設
で
の
出

張
演
奏
会
で
演
奏
し
ま
す
。
最
終
日
に
は
、

平
成
29
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課

題
曲
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

対
象　

楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
人
ま
た
は
勉

強
し
た
い
人
（
原
則
、
全
日
程
に
参
加
で
き

る
人
）

日
時　

○
平
成
29
年
１
月
15
日
㈰
、
２
月
26

日
㈰
、
３
月
20
日
㈷
・
22
日
㈬
～
24
日
㈮　

○
３
月
25
日
㈯
＝
成
果
発
表
コ
ン
サ
ー
ト　

○
３
月
26
日
㈰
＝
課
題
曲
ク
リ
ニ
ッ
ク

募
集
パ
ー
ト　

フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
サ
ッ
ク
ス
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
、
テ
ュ
ー
バ
、
打
楽
器

定
員　

各
パ
ー
ト
10
人
程
度

岩
国
運
動
公
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

▲昨年の出張演奏会の様子
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分定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
本
め
ぐ
み
氏
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
）

料
金　

無
料
（
材
料
費
と
し
て
１
作
品
に
つ

き
５
０
０
円
必
要
）

持
参
品　

つ
ま
よ
う
じ
（
数
本
）、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

募
集
開
始　

11
月
10
日
㈭　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

思
春
期
の
子
を
持
つ
親
の
講
座

●
子
供
の
心
の
発
達
～
思
春
期
の
心
理
～

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
し
、
思
春
期
の

子
供
（
主
に
小
学
生
～
中
学
生
）
を
持
つ
保

護
者
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人

日
時　

11
月
29
日
㈫　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

40
人
（
１
歳
以
上
託
児
あ
り
）

講
師　

新
宅
博
明
氏
（
臨
床
心
理
士
・
安
田

大
学
大
学
院
兼
任
講
師
）

料
金　

無
料

募
集
開
始　

11
月
４
日
㈮　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
第
三
代
奇
兵
隊
総
督　

赤あ

か

ね

た

け

と

禰
武
人
展

期
間　

11
月
20
日
㈰
ま
で

内
容　

没
後
１
５
０
年
と
な
る
赤
禰
武
人
の

生
涯
と
関
係
資
料
を
紹
介

郷
土
史
研
究
会

●
吉
川
広
家
と
吉
川
経
幹
に
つ
い
て

日
時　

11
月
20
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

田
中
洋
一
氏
（
下
関
市
立
歴
史
博
物

館
学
芸
員
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
お
殿
様
の
婚
活
事
情
「
御
縁
談
御
密
方
」

を
読
む

日
時　

11
月
20
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

中
央
公
民
館

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

パ
ソ
コ
ン
教
室

●
年
賀
状
を
作
ろ
う
♪

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
、
在
学
す
る
18

歳
以
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
が
で
き

る
人

日
時　

①
11
月
29
日
㈫　

②
11
月
30
日
㈬　

10
時
～
15
時（
午
前
＝
年
賀
状
の
本
文
作
成
、

午
後
＝
宛
名
作
成
）

定
員　

各
日
15
人
（
先
着
順
）

内
容　

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
年
賀
状
を
作
る

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岩
国
パ
ソ
コ
ン
の
会

料
金　

各
日
４
０
０
円
（
教
材
費
）

持
参
品　

筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
（
な

い
人
は
別
に
千
円
必
要
）

※
宛
名
入
力
の
た
め
５
人
分
の
住
所
が
必
要

募
集
開
始　

11
月
８
日
㈫　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

今
を
愉
し
む
片
付
け
講
座

●
片
付
け
は
時
間
と
心
に
余
裕
を
作
り
ま
す

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
、
在
学
す
る
18

歳
以
上
の
人

日
時　

12
月
７
日
㈬　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

内
容　

快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
片
付
け

や
整
理
収
納
術
を
学
ぶ

講
師　

大
下
貴
子
氏
（
片
付
け
講
座
・
コ
ー

チ
ン
グ
講
師
）

料
金　

無
料

募
集
開
始　

11
月
11
日
㈮　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

ち
ょ
っ
と
体
験
講
座

●
レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
お
好
き
な
小
物

を
作
り
ま
し
ょ
う

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
、
在
学
す
る
18

歳
以
上
の
人

日
時　

12
月
14
日
㈬　

９
時
30
分
～
11
時
30

岩
国
徴
古
館

中
央
公
民
館

▲赤禰武人
　おおすみグループ蔵
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広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて秘書広報課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

１月１日号募集期限　11月25日（必着）

「夏を惜しむ」

多田　幸枝さん（多田）

　

私
は
、
滞
在
中
、
海
兵
隊
の
キ
ャ
ン
プ
・

ス
ミ
ス
、
ホ
ノ
ル
ル
市
長
、
ハ
ワ
イ
州
知

事
、
日
本
国
総
領
事
館
、
ホ
ノ
ル
ル
日
本

人
商
工
会
議
所
な
ど
を
表
敬
訪
問
し
、
観

光
Ｐ
Ｒ
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
山
口
県
人
会
の
方
と
の

交
流
会
で
は
、
岩
国
の
話
題
に
花
が
咲
き
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
皆
さ
ん
が
故
郷
に

強
く
思
い
を
は
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ハ
ワ
イ
の
方
た
ち
と
の
交
流

が
長
く
続
く
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
チ
ャ

ー
タ
ー
フ
ラ
イ
ト

の
実
施
に
あ
た
り

ご
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

Vol.88市長夢日記
　

新
市
誕
生
10
周
年
と
岩
国
商
工
会
議
所

創
立
70
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
ハ
ワ

イ
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
フ
ラ
イ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
が
６
回
目
と
な
り
、
参
加

さ
れ
た
約
１
９
０
人
の
方
々
は
、
笑
顔
で

飛
行
機
に
乗
り
込
み
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港

を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
思

い
思
い
に
常
夏
の
気
分
を
十
分
に
満
喫
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

 福田 良彦

ハワイ州知事を表敬訪問
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